






Applications of heart rate variability analysis 






















研究指導教員： 石田 敏郎 教授 

































 - 2 - 
シミュレー ター 酔いに関する研究 







実車運転中の 呼吸・心拍・脈波 同時測定 
さらに、この分析システムを用いて実車運転中の生理データを分析した例を示す。これは、
実際の自動車運転中とシミュレー ションや映像視聴中の生理反応を検討することにより、そ
れら映像技術を利用した場合の「リアリさ」を自律神経系の活動度によって評価して比較す
る試みへの第一段階である。「リアルな擬似環境による教育は効果が高い」という仮説を検
証することを通して、より教育効果の高い運転者教育システムを開発する取り組みへの一環
である。交感神経系・副交感神経系の活動度を独立に評価するために呼吸・心拍・脈波の
間の相関分析が有用であることが示唆された。 
総合的な考察と課題 
自律神経系活動度の推定などに利用できる心拍呼吸脈波同時測定による生理指標分
析システムを構築した。これを用いてシミュレー ター 酔いの現状と予防可能性、酔いと生理
指標との相関に関する知見を得た。酔いに相関する生理指標と、酔いから影響されにくい
運転場面依存の生理指標を明らかにし、さらに画面内静止参照枠による酔い軽減効果を
示したことにより、酔い防止研究へ向けた基礎付けを行った。またこの生理指標分析システ
ムの構築により「リアルさ」評価へ向けた環境が整備され、教育効果に関する研究の体勢が
整った。今後の課題はこれらの基礎成果を応用した、より実践的な研究を通して効果的で
快適な教育方法を実現することである。 
 
